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【研究の背景・目的】 
多細胞生物は多様な細胞が時空間の厳密な制御の

もとに作られ、それらが互いに密に連関して個体とし
ての機能を果たす。一方で、多様な細胞は継続的につ
くりだされる必要がある。この継続的に多様な細胞の
供給を支えるのが、幹細胞システムである。幹細胞は
自ら分裂しながら、その一部が多様な細胞へと分化す
る。したがって、多細胞生物の成り立ちを理解するに
は、幹細胞の発生運命の制御機構の理解が必須である。 

私たちはこれまでの研究で、維管束幹細胞の維持
シグナルとその主要ネットワークの同定、さらには、
この発見を元に新規の維管束細胞分化誘導系の開発
に成功した。そこで本研究では、新規分化誘導系を
用いて、植物個体形成の根本的な問い、「植物幹細胞
はどこから来て」、「どこに、どのように行くのか」
にアプローチする。 
 

【研究の方法】 
私たちは Glycogen Synthase Kinase 3 (GSK3) 

阻害剤 bikinin を用いた新たな維管束細胞誘導系の
開発に成功し、この実験系を Vascular cell Induction 
culture System Using Arabidopsis Leaves

（VISUAL）と名付けた（図１）。この系においては、
葉肉細胞から維管束幹細胞が分化し、さらに維管束
幹細胞から木部細胞と篩部細胞が分化した。 
 そこで、VISUAL 系を用いて、以下の解析を行い、
維管束幹細胞の確立機構と維管束幹細胞からの木
部・篩部分化のスイッチング機構を明らかにする
（図２）。 
１）光シグナルに着目し、葉肉細胞からの維管束幹
細胞確立のしくみを明らかにする。 
２）篩部分化の研究は、木部分化研究に比べて遅れ
ていることから、篩部分化の制御機構を明らかにす
る。 
３）維管束メリステムでは、維管束幹細胞が木部細
胞と篩部細胞の間に位置し、両サイドに篩部細胞と
木部細胞を作り続ける。組織内でのこの木部／篩部
細胞分化のスイッチング機構を明らかにする。 
 

 

 
【期待される成果と意義】 
本研究により、維管束幹細胞の発生運命制御の理

解が進む。特に、細胞内シグナル伝達のネットワー
ク、発生運命決定のための転写の鍵因子、様々なフ
ィードバックシステムが明らかになると予想される。
維管束メリステムだけでなく、植物におけるメリス
テム制御の基本システムの理解を深めると考え
られる。また、動物細胞における幹細胞の発生運
命制御機構と比較することで、多細胞生物におけ
る幹細胞の発生運命制御の多様性と普遍性が明らか
になると期待される。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 141,800 千円 
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